
福祉×アート

～アートの本質に迫る～
宮城県宮城野高等学校

【背景】

【目的】

訪問先

｛支援内容｝
障害のある人が自由に表現し、文化
芸術にアクセスするために活動して
いる。

現状

すべて完全に解消することは難しい

→意識のバリアを軽減するには

アートセラピーの存在

役にたつのでは，，，！

研究目的：アートの与える効果

【活動内容①】

【活動内容②】

【考察】

【結論】

生涯学習の場

アートの新たな発見と可能性

Point 支える支えられるの関係ではない！

スウプノアカデミア

兼 コミュニティの場

【内容】
①テーマ決め
②考え、意見交換

自分の気持ちを言葉にし発表する
→自己肯定感の向上
→自分を考えられる
相手の話を聞く
→他者を享受する力
→視野が広がる

こんな答えがあって
もいいよね～

アート×福祉
＝生活の質の向上〔QOL〕

心のバリアフリー化

将来、、、ますます人との交流が希薄
表現することが

自分のこと 相手へのこと
を考えるきっかけに！

様々なアプローチを考えていこう！


